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を実証した。その結果、Weber Law による説明は棄却されることを明らかにしている。 
 第５章は、本論文を要約し、経済学における行動科学的アプローチに対する批判に対する著者の見解を述べている。
また経済学における行動科学的アプローチの今後の発展に関する著者の見解が述べられている。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、個人の時間割引、危険資産保有、株式市場のノイズとアノマリーという金融行動に関する、選好、意思
決定、市場取引という異なるレベルの問題を取り上げて分析している。経済実験、アンケート調査、通常の計量分析
という異なる手法を用いている点も興味深い。３つの研究はどれも、入念に行われており、その結論も一定の説得力
を持っている。よって、博士（経済学）を授与するに十分な業績であると判断する。 
